
桶川市立桶川東小学校 

＜調査の結果をご覧になる方へ＞ 

各小・中学校では、全国及び埼玉県学力・学習状況調査の結

果を、一つの資料として児童生徒一人一人の学習状況と、学校

全体の学習への取組状況等を把握しています。また、学力の経

年変化等、学校全体で情報を共有するとともに、調査結果の分

析を通して自校の取組の成果と課題を明らかにしています。さ

らに、その分析に基づき、課題解決のための「学力向上プラン」

を点検し、児童生徒の学力向上に係る取組の改善を図っており

ます。 

今後、成果を上げたと考えられる取組を校内でも共有し、さらなる児童生徒一人一人の学力向

上に努めてまいります。 

また、調査の結果とその分析、学力向上に係る取組を、保護者及び地域の皆様にお知らせし、

情報を共有することを通して、学校の状況をより深く知っていただき、家庭での学習にも生かし

ていただくことが、児童生徒の学力向上につながると考えます。 

調査の結果をお知らせするにあたり、本結果をご覧になる方々には、以下の点にご留意くださ

いますようお願いいたします。 

（１）各調査の目的等について、ご理解くださるようお願いいたします。 

（２）平均正答率等の数値だけではなく、学校で分析した結果や学力向上プランをはじめとする

学校の取組とあわせてご覧ください。 

（３）本調査で測れるのは、①調査対象の教科等学力の特定の一部分であること、②学校におけ

る教育活動の一側面であることをご理解ください。 

＜全国学力・学習状況調査の概要＞ 

 ※「平成３１年度 全国学力・学習状況調査に関する実施要領」（文部科学省）より抜粋 

１ 調査の目的 

◇義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力や学習状況

を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図る。 

◇学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。 

◇以上のような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。 

２ 調査対象 

小学校第６学年、原則として全児童 

３ 調査実施日 

 平成３１年４月１８日（木） 

 

 

 

 



 

４ 調査の内容 

 

教
科
に
関
す
る
調
査 

（
国
語
、
算
数
） 

・小学校調査は，国語及び算数とする。 

・出題範囲は，調査する学年の前学年までに含まれる指導事項を原則とし，出題内 

容は，それぞれの学年・教科に関し，以下のとおりとする。 

① 身に付けておかなければ後の学年等の学習内容に影響を及ぼす内容や，実生

活において不可欠であり常に活用できるようになっていることが望ましい知

識・技能等 

②  知識・技能等を実生活の様々な場面に活用する力や，様々な課題解決のため 

の構想を立て実践し評価・改善する力等に関わる内容 

・調査問題では，上記①と②を一体的に問うこととする。出題形式については、国語

及び算数においては，記述式の問題を一定割合で導入する。 

【小学校 国語・算数 各４５分】 

生
活
習
慣
や
学
習
環
境
等 

に
関
す
る
質
問
紙
調
査 

児童生徒に対する調査 学校に対する調査 

学習意欲、学習方法、学習環境、生活の

諸側面等に関する調査 

（例）将来の夢や目標の有無、起床・就寝時間、ICT

の利用状況、読書時間，家庭学習の状況など 

指導方法に関する取組や人的・物的な

教育条件の整備の状況等に関する調査 

（例）学力向上に向けた取組，指導方法の工夫，教

育の情報化，教員研修，家庭・地域との連携の状況

など 

【２０分程度】  

 
 
小学校         は全国平均正答率を上回ったもの 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国語  

学習指導要領の領域等 設問数 
本校平均正答率

（％） 

県平均正答率

（％） 

全国平均正答率

（％） 

話すこと・聞くこと 3 70.9 71.6 72.3 

書くこと 3 46.4 52.9 54.5 

読むこと 3 77.9 81.1 81.7 

伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 5 54.7 57.1 53.5 

算数  

学習指導要領の領域 設問数 
本校平均正答

率（％） 

県平均正答率

（％） 

全国平均正答

率（％） 

数と計算 7 55.0 62.5 63.2 

量と測定 3 42.4 51.7 52.9 

図形 2 66.4 75.4 76.7 

数量関係 7 63.2 68.3 68.3 



＜児童への質問紙調査＞（主なものをグラフで表示） 

 

自分には良いところがある。 
 

 

 

 理科の勉強は大切だと思いますか。  

 

 

 

学校のきまり（規則）を守っている。 

 

 

 

 

 

 

 

朝食を毎日食べている。 

 

 
     

 理科の授業内容はよく分かりますか。  

 

 

家で、自分で計画を立てて勉強している。 

 

 
  

 

 

 

 

国語の勉強は好きだ。  

 

 
          

 

 

はい…そう思う、どちらかといえばそう思う 

いいえ…そう思わない、どちらかといえばそう思わない 
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算数の勉強は好きだ。 

 

 

 
 
 
 
 
毎日、同じくらいの時刻に寝ていますか 
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毎日、同じくらいの時刻に起きていますか 

 

 

 

 

 

 

 

家の人（兄弟姉妹を除く）と学校での出来事について話をしますか 

 

 

 

 

 

 

 

難しいことでも、失敗を恐れないで挑戦していますか 
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＜国 語＞ 

【領域別】  

「話すこと・聞くこと」話し手の意図を捉えながら聞き、自分の理解を確認するために、適宜質

問することができています。 

「書くこと」目的や意図に応じて、自分の考えの理由を明確にし、まとめて書くことが苦手です。 

「読むこと」目的に応じて、文章全体の内容を的確に読み取ることができています。 

「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」 

  文と文の意味のつながりを考えながら、接続詞を使って内容を分けて書くことが苦手です。 

【問題 ２ 設問番号二】 

 

問題 目的に応じて、本や文章全体を概観し

て効果的に読む方法を選択する問題。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問題 ３ 設問番号一】 

問題 話し手の意図を捉えながら聞き、話の

展開に沿って、自分の理解を確認するための

質問を選択する問題。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正答 ２ 

<分析> 

 全国平均と同じく、正答率が８割となった問

題です。この問題では、宮原さんの【知りた

いこと】の内容を捉え、【目次の一部】を活用

し、必要な情報を得るために適切なページを

選ぶことが求められています。学校では、様々

な授業の中で、自分の課題ごとに調べたり、

考えたりする時間が設けられています。調べ

る活動の際には、たくさんの情報の中から、

児童が自分の課題に会った情報を、より的確

に選択できるよう、目次の利用の仕方や索引

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正答 ４ 

<分析> 

 全国平均を２．７ポイント上回った問題です。

この問題では、【インタビューの様子】のアの

直前の大谷さんの発言から、「全て一点物だ」、



の仕方、インターネットを利用した検索の仕

方を指導しています。今後も、調べ学習の際

には、効率よく自分の課題にあった情報を選

択できるようにしていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問題 １ 設問番号一】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<分析> 

 全国平均を１２ポイント下回った問題です。

この問題では、資料２の表を用いた目的と、

資料３の地図を用いた目的を捉えることが求

「完成した畳は同じように見えても、それぞ

れに個性がある」ということが大谷さんにと

っての畳の魅力であることを捉えることが求

められています。授業では、教師や友達の話

を聞いて学習することや、グループごとに話

合いをしながら学習を進めることがありま

す。その際には、相手の話の内容を十分に聞

き取り、理解するために、話し手の意図を捉

えながら聞いたり、自分の意見と比べながら

聞いたりすることを指導しています。日常生

活の話を聞く場面でも、繰り返し指導してい

きます。 

【問題 １ 設問番号三】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<分析> 

 全国平均を 

 

 

 

 

 

 

問題 目的や意図に応じて、自分の考えの理

由を明確にし、まとめて書く問題。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題 図表やグラフなどを用いた目的を捉

える問題。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正答 資料２に２ 

   資料３に４と解答しているもの。 



められています。説明文では、筆者がより分

かりやすく説明するために、図や表、写真、

グラフ等を用いることがあります。授業の中

では、その図表と文章を照らし合わせ、どの

ような効果をもたらしているかを考え、読み

取るようにしています。今後の指導では、読

み取りだけでなく、書く活動の際も、筆者の

効果的な書き方を使い、より分かりやすく読

み手に伝えるための工夫として、図表の扱い

方を取り上げながら考えさせ、習慣付けるよ

うにしていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<分析> 

 全国平均より５．６ポイント下回った問題で

す。この問題では、「２ 調査の内容と結果」

の「(１)公衆電話はどのようなときに必要な

のか」と「(２)公衆電話にはどのような使い

方や特徴があるのか」の両方から、分かった

ことについて考えをまとめ、「必要ではない」

と考える理由として説明することが求められ

ています。授業の中では、自分の考えを相手

に伝わるように書くときには、事実と考えを

区別することや、理由を明確にして書くこと

を指導しています。今後の授業では、調べ学

習等でも、分かったことの事実の中からふさ

わしいものを取り上げ、自分の考えと関係を

十分に捉えて書くことを大切にし、根拠を明

確にして書くように指導していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正答 

①「２ 調査の内容と結果」の(１)と(２)の

両方から、分かったことについて言葉や文

を取り上げて書いている。 

②【報告する文章】にふさわしい表現で書い

ている。 

③書き出しの言葉に続けて、40 字以上、70

字以内で書いている。 

① ② ③の条件を満たしているもの。 



＜算 数＞ 

【領域別】 

「数と計算」計算の順序などの計算のきまりについての理解が十分ではありません。 

「量と測定」グラフの読み取りはできている児童が多いです。 

「図形」図形の特徴や形をとらえることに課題があります。 

「数量関係」グラフからデータの変化をとらえることはできていますが、単位量当たりの計算は

苦手な児童が多いです。 

【問題□2 （２）】 

 

問題 

 

 

 

正答 ２倍 

 

全国平均とほぼ同じ正答率で、無回答も少なか 

ったです。グラフから何倍かを求めることが容 

易にでき、グラフの読み取りの理解ができてい 

る児童が多かったです。 

 

【問題□2 （３）】 

 

【問題□1 （２）】 

全国平均を 16.3％下回った問題です。 

２つの合同な台形を、ずらしたり、回したりし

てできる図形を選ぶのが課題ですが、正解の３

つの図形のうち２つだけを選んだり、不正解の

４を選んでしまっている児童が多く見られまし

た。補助線を入れる、などにより視覚的に理解

させる支援が必要です。 

 

【問題□4 （３）】 

問題 

 

正答 １，３，４ 



問題 

正答 １〈わけ〉1人当たりの水の使用量は、

市全体の水の使用量÷市の人口で求められ

ます。市全体の水の使用量は変わっていませ

んが、市の人口は増えているので、一人当た

りの水の使用量は減っています。 

 

全国平均とほぼ同じ正答率の問題です。 

市全体の水の使用量のグラフと市の人口のグ 

ラフの違いや相関関係が分かり、１人当たりの 

水の使用量の違いに目を向けられる児童が多 

かったです。引き続きグラフを書いたり、読ん 

だりする活動を大切にして、理解を深められる 

ようにします。 

 

 

 

 

問題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正答 ９÷３＝３ １ポール分には３分間

かかる。残り７ポールなので、３×７＝２１

で２１分かかります。 答え ２１分、１ 

 

全国平均を 17ポイント下回った問題です。1ポ

ール当たりの時間は求められても、その７ポー

ル分の時間の計算ができない児童が多かったで

す。また、無回答児童の割合も高い傾向が見ら

れました。「単位量」の学習において、単位量の

意味をしっかり理解させるとともに日常生活に

生かす取り組みを大切にしていきます。 

 

 



 
＜質問紙調査から＞ 

 

【質問２８】 

質問 

授業でもっとコンピュータなどのＩＣＴを

活用したいと思いますか。 

回答結果 

「当てはまる」「どちらかといえば、当てはま

る」と答えた児童が９０．４％いた。全国平

均を３．９ポイント上回った。 

 

※授業でＩＣＴを活用し、わかりやすく、効率

よく学習を進めていくことは、非常に効果的

です。授業でＩＣＴを活用したいという児童

の思いを受け止め、授業における様々な場面

で有効活用ができるように、教職員の研修等

も行っていきます。 

 

 

【質問３９】 

質問 

国語の授業の内容はよく分かりますか。 

 

回答結果 

「当てはまらない」「どちらかといえば、当て

はまらない」と答えた児童が２１．６％いた。

全国平均を６．６ポイント上回っている。 

 

※国語は、全ての学習の基本となる大切な教科

です。児童の授業の理解度を高めるために、

児童が日頃から文章等に触れられるように読

書活動を推進するだけでなく、わかりやすい

授業を展開できるよう学校全体で授業研究等

の取り組みを進めていきます。 

 

 

【質問４０】 

質問 

国語の授業で学習したことは、将来、社会に

出たときに役に立つと思いますか。 

回答結果 

「当てはまる」「どちらかといえば、当てはま

る」と答えた児童が９３．６％いた。全国平

均を２．４ポイント上回った。 

 

※国語の授業で学習したことが、将来、社会に

出たときに役に立つと考えている児童が９

３．６％いるということは、国語の授業の大

切さや重要性を理解できているということだ

と思います。今後も、国語を小学校段階から

中学校・高校とつながりのあるものとし、将

来役に立つ学びになるよう創意工夫をした指

導を進めていきます。 

 

【質問５３】 

質問 

算数の授業で問題を解くとき、もっと簡単に

解く方法がないか考えますか。 

回答結果 

「当てはまる」「どちらかといえば、当てはま

る」と答えた児童が８５．６％いた。全国平

均を３．５ポイント上回った。 

 

※算数の問題を解くときに、多様な解き方を考

えようとする児童が、全国平均を大きく上回

って多いことがわかります。児童の算数の学

習に対する意欲が高く、既習事項を活かして

学習活動に臨むことができていると考えられ

ます。今後は、問題に対して多様な解き方を

考えさせるだけでなく、理由を付けて発表で

きる力も身に付けられるよう継続的に指導し

ていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



＜埼玉県学力・学習状況調査の概要＞ 

 ※「平成３１年度埼玉県学力・学習状況調査（調査の概要）」（埼玉県教育委員会より抜粋) 

１ 調査の目的 

２ 調査対象 

小学校第４・５・６学年 原則として全児童 

３ 調査実施日 

 平成３１年４月１１日（木） 

４ 調査の内容 

（１）教科に関する調査 

 小学校第４学年から第６学年まで  国語、算数 

 ※ 学習指導要領に示された内容のうち調査する各学年の前の学年までの内容 

（２）質問紙調査 

 学習意欲、学習方法及び生活習慣等に関する事項 

 

 
＜小学校＞     は県平均正答率を上回ったもの  

国語 第４学年 第５学年 第６学年 

教科の領域等 設問数 本校平均正答率 県の平均正答率 設問数 本校平均正答率 県の平均正答率 設問数 本校平均正答率 県の平均正答率 

話すこと・聞くこと・書くこと 5 36.6 38.0 4 29.7 37.0 4 38.9 48.4 

読むこと 4 64.0 61.5 9 47.3 49.8 9 63.2 65.8 

伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 17 64.1 60.2 17 52.1 57.2 17 60.2 63.5 

 

算数 第４学年 第５学年 第６学年 

教科の領域等 設問数 本校平均正答率 県の平均正答率 設問数 本校平均正答率 県の平均正答率 設問数 本校平均正答率 県の平均正答率 

数と計算 12 72.6 71.7 12 71.6 74.0 11 64.6 67.7 

量と測定 6 68.3 62.2 7 64.0 63.4 7 48.8 55.3 

図形 6 68.9 68.4 6 62.9 61.9 7 53.1 56.9 

数量関係 6 77.4 77.2 7 61.4 67.7 7 56.0 62.0 

 
 
 
 
 
 
 

本県の児童生徒の学力や学習に関する事項等を把握することで、教育施策や指導の工夫改善

を図り、児童生徒一人一人の学力を確実に伸ばす教育を推進する。 

参考：【埼玉県学力・学習状況調査】埼玉県教育委員会ホームページ（新規ウィンドウを開きます） 

https://www.pref.saitama.lg.jp/f2214/gakutyou/20150605.html 

https://www.pref.saitama.lg.jp/f2214/gakutyou/20150605.html
https://www.pref.saitama.lg.jp/f2214/gakutyou/20150605.html


 
＜児童への質問紙調査＞（主な結果：「規律ある態度」に関する項目の結果） 

 ※ 達成率：「できる」（「よくできる」「だいたいできる」の合計）と回答した割合 

   上段：本校の達成率、下段：県の達成率、     は８０％以上        （％） 

 

内容 項目 第４学年 第５学年 第６学年 

○
け
じ
め
あ
る
生
活
が
で
き
る 

１ 時刻を守る 

 

① 登校時刻 
90.8 98.2 91.9 

91.7 94.0 94.6 

② 授業の開始時刻 
94.3 94.6 92.7 

92.9 94.4 95.2 

２ 身の回りの整理整頓をする 

 

③ 靴そろえ 
84.4 87.4 89.5 

84.8 86.1 88.8 

④ 整理整頓 
84.4 80.2 83.1 

83.7 83.3 84.2 

○
礼
儀
正
し
く
人
と
接
す
る
こ
と
が
で
き
る 

３ 進んであいさつや返事をする 

 

⑤ あいさつ 
81.6 82.0 78.2 

81.3 80.3 80.9 

⑥ 返事 
90.1 91.0 84.7 

90.7 88.6 88.4 

４ ていねいな言葉づかいを身に付ける 

 

⑦ ていねいな言葉づかい 
89.4 86.5 87.9 

87.4 86.5 88.0 

⑧ やさしい言葉づかい 
86.5 80.2 88.7 

85.0 83.9 84.0 

○
約
束
や
き
ま
り
を
守
る
こ
と
が
で
き
る 

５ 学習のきまりを守る 

 

⑨ 学習準備 
78.7 87.4 84.7 

81.0 85.2 86.0 

⑩ 話を聞き発表する 
83.0 87.4 79.8 

81.3 75.4 74.5 

６ 生活のきまりを守る 

 

⑪ 集団の場での態度 
79.4 85.6 80.6 

85.2 85.3 85.8 

⑫ 掃除・美化活動 
92.2 90.1 92.7 

91.1 89.5 87.7 

 



 

 

 

授業における取組 
☆日々の指導（成果を上げたと考えられる取組） 
 国 ・辞典を活用し、熟語の意味調べを繰り返し行い、理解を深める。 
   ・授業のはじめに、漢字小テストを行い、定着を図る。 
   ・作文指導の際には、構成メモを毎回書かせ、見通しを持って書かせる。 
  
算 ・学校全体でノートの使い方を統一し、同一の流れで授業を行う。 

   ・授業で、具体物を多く使うようにし、学習の理解を深める。 
 
■日々の指導（課題を解決するための取組） 
国 ・説明文や物語文では、全体から内容の概要をつかむことができるように、部分

ごとの読みではなく、児童がじっくり読み取る時間を確保する。 

   ・自分の考えを発表する際は、理由を付けて発表するように指導する。 
 
 算 ・算数だけでなく、理科や社会などの他教科との関連を図って指導を進める。 
 
☆基礎・基本の定着（成果を上げたと考えられる取組） 
国 ・漢字を繰り返し練習（小テスト・５０問テスト）したことが定着につながった。 

   ・辞典を活用したことが、基礎・基本の定着につながった。 
 
 算 ・補助計算などの仕方を学年の教員間で話し合って統一したことが、正しく計算

できることにつながった。 
 
■基礎・基本の定着（課題を解決するための取組） 

国 ・授業以外でも、習った漢字を使うなどして、更なる定着を目指す。 
   ・家庭学習を充実させ、様々な読み物に触れられるような声掛けを行う。 
 
 算 ・ドリルやプリントなどを活用して、繰り返し計算練習を行い、定着を目指す。 
 
☆読み取る力の向上（成果を上げたと考えられる取組） 
国 ・接続詞に気を付けて読むことで、説明文では筆者の主張が読み取ることができ

ることをおさえた。 
  ・物語文では、話の流れから作者の感じていることや伝えたいことをつかませる。 
  ・家庭学習を充実させたことで、読書の機会が増えた。 

 
 算 ・文章題では、問題を音読し、「求めること」「分かっていること」「答えの単位」

に印を付けることを習慣化した。 

 
■読み取る力の向上（課題を解決するための取組） 
国 ・指示語に注目させるときは、一つ前の文のどこをさしているのか、考えさせる。 
  ・家庭学習や宿題等で、読書の時間を設定し、さらに本に触れる機会を増やす。 

 
 算 ・問題場面を正しく理解するために、身近な日常生活と関連を図るようにする。 
 
 

 ☆…成果を上げたと考えられる取組 

■…課題を解決するための取組 

 



授業以外の取組 
☆家庭・地域との連携強化・家庭学習（成果を上げたと考えられる取組） 

国 ・児童が書いた作文や俳句等を、学級通信に載せ、どのような指導をしているか
伝えていく。 

   ・家庭学習パワーアップウィークを行ったことで、漢字や熟語の理解を深めるこ
とができた。 

 算 ・学年だより・学級だより等で現在学習している内容を家庭に伝え、児童だけで
なく、家庭にも学習の意識を持ってもらう。 

 
■家庭・地域との連携強化・家庭学習（課題を解決するための取組） 
国 ・文章を読むことが苦手な児童が多いので、読書の習慣化を目指す。 
算 ・自主学習ノートを提出させ、個々の取組状況をチェックする。 

 ↓ 
 ・家庭によっては、自主学習で何をやらせればいいのかが分からず、やらせられない

という意見もあった。学校から、内容の例示や目安の時間の伝達を行っていく必要

がある。 
 
 
 

 
 

 


